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検定試験実施要領
１．検定試験について

①検定試験（50問）は四肢択一形式の筆記試験です。

②制限時間は60分間です。

③講習会(集合・自宅学習)をすべて受講した受講生のみ受験することができます。

④テキスト・資料は持ち込み可とします。

２．検定試験問題と解答用紙の送付

県本部より検定試験問題、解答用紙、解答を各1部送付します。必要部数を実施本部にて
印刷してください。

３．検定試験問題の取り扱い

検定試験問題の取り扱いについては、問題漏洩等防止のため、以下の①～④を厳守するよ
うお願いします。

①問題用紙などの受領、保管、発送などについては、必ず事務責任者が行ってください。

②保管場所は事務局内の鍵のかかる場所とし、鍵の管理は事務責任者が行なってください。

③検定試験問題は、事務責任者が受験者人数分の枚数を印刷の上、所定の保管場所に保管し
てください。特別な事情のない限り、試験日までの出し入れはしないようにしてください。

④事務責任者は、問題漏洩等事故が起こらないよう注意してください。
４．検定試験会場の設定

検定試験会場は、受験者が長机に間をあけて2人掛けを原則とし、試験監督が巡回できる通路を確保してください。

５．検定試験の実施に関する留意事項

検定試験実施にあたっては、以下の①～⑦にご留意ください。また①～⑥については実施前に受験者へ必ず伝えてください。

①検定試験は語群選択または正誤選択のため問題文をよく読み、解答方法を間違えないよう
にしてください。

②解答用紙には、氏名を必ず記入してください（未記入の場合は、不合格とします）。

③テキスト・資料などの持ち込みは可能ですが、受験者同士の相談等は厳禁とします。不正
行為が発覚した場合は、即刻退場とし、不合格とします。
④検定試験時間は60分です。やむを得ない遅刻の場合は、20分以内に限り認めます。

開始20分を経過した後、退室を認めます。

⑤検定試験終了後は、試験問題、解答用紙を回収します。

⑥合否判定の結果通知については、開催市町村スポーツ少年団より受験者へ行ってください
（通知日、通知方法は開催市町村スポーツ少年団にて定めてください）。

⑦再試験は、報告書提出期限前1回に限り認めます。

実施団体が定めた日程で行なってください（他コースの試験を再試験としても可）。

６．検定試験監督

検定試験監督を必ず置いてください。

７．検定試験採点方法

解答に従い、講習会運営者が採点を行なってください。

※即日採点するかどうかは、実施本部ごとに決定してください。
８．合格基準

50点満点中、30点以上で合格とします。

９．検定試験問題、解答用紙の回収・整理

検定試験終了後、検定試験問題と解答用紙を回収し、5年間解答用紙を保管してください。
なお、検定試験問題については、採点作業終了後、事務責任者が責任をもって破棄してくだ
さい。
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